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柳井市教育委員会会議 会議録 

 

１ 会議の開催 

（１）日 時   令和２年１２月１１日（金）  開会 午後３時００分 

閉会 午後３時４５分 

（２）場 所   柳井市役所 ３階大会議室 

 

２ 出席委員    教育長            西元 良治 

委 員（教育長職務代理者）  西原 光治 

委 員            河岡 治子 

委 員            厚坊 俊己 

委 員            横山 志磨 

 

３ 欠席委員    なし 

 

４ 出席事務局職員 教育部長           三浦 正明 

教育部次長（図書館担当）   石岡 雅朗 

教育総務課長         有道 茂一 

          教育総務課施設担当課長    岡原 由明 

学校教育課長         中本 隆徳 

生涯学習・スポーツ推進課長  山本 直邦 

サンビームやない館長     脇村 直孝 

          学校給食センター所長     小田 文孝 

教育総務課長補佐（書記）   惣上分 常代 

 

５ 傍聴者     なし 

 

６ 会議日程 

（１）議 案 

①議案第２７号 市長からの意見聴取について（令和２年度１２月補正） 

②議案第２８号 柳井市公立小・中学校教職員人事異動内申方針について 

（２）その他 

 

７ 議事の大要 

（１）開会 

教育長から、教育委員会会議の開会の宣言があった。 

   （午後３時００分 開会） 

 

（２）会議録署名委員氏名 

教育長から、会議規則第１３条の規定に基づき、西原委員、河岡委員の両 
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名を指名した。 

 

（３）議事内容 

①議案第２７号 市長からの意見聴取について（令和２年度１２月補正） 

教育長は事務局に説明を求め、有道課長、中本課長、山本課長、石岡部

次長、脇村館長及び小田所長から、一般会計予算１２月補正について下記

のとおり説明があった。 

・教育総務費の事務局費の負担金補助及び交付金について、新型コロナウ

イルス感染症の影響により、全国都市教育長協議会総会及び中国都市教育

長協議会総会等が開催中止となり、不用となった負担金を減額補正する。

また、指導主事給与費負担金については、派遣指導主事３人分の給与費負

担金について不足が生じるため増額補正する。 

・小学校費及び中学校費の学校管理費の報酬について、今年度、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により、市内の小中学校は５月下旬までの長期に

わたり休校となり、授業時間数を確保するため、夏季休業期間（夏休み）

を短縮して授業を行った。この期間中、学校事務補助員は、学校業務支援

員として勤務しており、勤務日数の増加分の報酬を増額補正する。 

・小学校費及び中学校費の学校管理費の需用費、施設修繕料について、  

校舎等の修繕料に不足が生じるため、増額補正する。 

・中学校費の学校管理費の需用費、備品修繕料は、備品の修繕料に不足が

生じるため増額補正する。 

・小学校費及び中学校費の学校管理費の委託料について、学校の環境対策

として、市内小中学校３校、余田小学校（４室）、柳井中学校（１０室）、

柳井西中学校（５室）の特別教室に空調設備の整備を行うため、９月補正

により実施設計費を予算措置しているが、今回は、工期中の監理を行うた

めの、工事監理業務委託料を計上する。  

・小学校費及び中学校費の学校管理費の工事請負費、空調機設置工事費に

ついて、余田小学校、柳井中学校及び柳井西中学校の特別教室に空調設備

を整備するため計上した。この３校は、既に国庫補助金の内示を受けてお

り、工事監理業務委託料及び空調機設置工事費については、令和３年度に

繰越して実施する。未整備の学校は、８校（新庄小、柳東小、小田小、柳

井南小、大畠小、日積小、柳北小、柳井小）あり、令和４年度以降に計画

的に行う予定である。 

同じく工事請負費の施設改修工事費について、小中学校の屋内運動場は、

災害時等に市民の避難所になることから、新型コロナウイルス感染症対策

として、換気用網戸を設置するため計上した。対象となる小中学校は、小

学校８校（網戸を設置済の日積小・新庄小２校を除く、柳井小、柳東小、

柳北小、余田小、伊陸小、柳井南小、小田小、大畠小の８校）と中学校３

校の４施設（柳井中・柳井西中、大畠中、旧柳井南中の体育館）である。 

・小学校費の学校管理費の原材料費について、学校施設における施設材料
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費に不足が生じたため増額補正する。 

・小学校費の教育振興費の需用費、教師用教科書及び指導書等について、

令和元年度に新しい教科書が採択されたため、教師用教科書、指導書及び

準拠教材を市内全学校全学年に配布したが、平郡東小学校が休校となった

ため、平郡東小学校分を減額補正する。 

・中学校費の教育振興費の負担金補助及び交付金、通学費補助金について、

平郡島から柳井中学校に通学する生徒に対し、通学費（フェリー代）の補

助制度を設け、当初予算で３名分を計上していたが、うち２名が令和２年

３月に他県へ転出したため、補助金を減額補正する。 

・社会教育費の公民館費の工事請負費、公民館等解体工事費について、旧

伊陸公民館解体工事においてアスベスト調査を実施したところ、外壁部分

にアスベストの含有が判明した。解体により飛散する可能性があり、解体

施工前にアスベスト除去を行うため計上する。結果として、工期が遅れ、

駐車場整備工事にも影響を与えるが、住民の安心安全を最優先に考え、住

民に対して丁寧に説明する。 

・社会教育費の図書館費の職員手当等、会計年度任用職員通勤手当につい

て、当初通勤距離を５㎞以上７㎞未満で予算要求していたが、４名の司書

のうち柳井市内が１名、市外が３名となったため増額補正する。 

・社会教育費の文化福祉会館費の需用費、修繕料について、新型コロナウ

イルス感染症対策として交付金を活用し、文化福祉会館７か所及び勤労青

少年ホーム２か所の計９か所のトイレ手洗い器を自動水栓化する。 

・社会教育費の文化福祉会館費の負担金補助及び交付金、新型コロナウイ

ルス感染症対策指定管理者支援補助金について、新型コロナウイルス感染

症により、柳井市文化福祉会館等の指定管理者に対し、自粛及び休業要請

した結果、収支に赤字が生じたため、基準を設け補助する。令和２年３月

から５月分の前年対比収支差引額が、５０％を超えたことを条件に前年度

利用料金収入の５０％を対象とし、地方創生臨時交付金を活用し、補助金

交付要綱を定め、交付する予定である。 

・社会教育費のサンビームやない運営費の需用費、修繕料について、新型

コロナウイルス感染症対策として交付金を活用し、４５か所のトイレ手洗

い器のうち２５か所を自動水栓化する。 

・社会教育費の文化財保護費及び月性展示館費の需用費、修繕料について、

新型コロナウイルス感染症対策として交付金を活用し、しらかべ学遊館１

か所、柳井茶臼山古墳資料館３か所及び月性展示館１か所のトイレ手洗い

器を自動水栓化する。 

・保健体育費の給食センター運営費の需用費について、洗浄設備の電磁弁、

エアコンプレッサー、破損・水漏れを生じている排水管及び給湯管、移動

台キャスター、配送用コンテナ回転ハンドル等の修繕料を計上する。 

・保健体育費の体育振興費の報酬、報償費、旅費及び委託料について、新

型コロナウイルス感染拡大防止のため、駅伝大会、ロードレース大会が中
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止になったことにより減額補正する。 

・保健体育費の体育振興費の負担金補助及び交付金について、聖火リレー

が一年延期されたことにより減額補正する。 

・保健体育費の体育施設費の需用費、修繕料について、阿月地区体育館の

消防設備点検の際、受信機が故障しており、非常警報設備設置の必要が消

防法上生じたことにより計上する。新型コロナウイルス感染症対策として、

交付金を活用し、柳井市体育館１か所及び武道館の公衆便所２か所のトイ

レ手洗い器を自動水栓化する。 

・保健体育費の体育施設費の工事請負費について、大畠グラウンド法面改

修に係る応急対策工事費を計上する。令和４年度に法面改修工事を計画し

ているが、今年度の大雨により法面の一部に破損箇所が生じ、緊急対応と

して暗渠清掃後、設計業務委託を行った。山口県土木建築事務所からの迅

速な対応要望があり、安心安全のため、排水施設整備と落石防護柵を取り

付け法面補修を行う。 

・保健体育費の体育施設費の負担金補助及び交付金、新型コロナウイルス

感染症対策指定管理者支援補助金について、新型コロナウイルス感染症に

より、柳井市体育館の指定管理者に対し、自粛及び休業要請した結果、収

支に赤字が生じたため、基準を設け補助する。補助金の考え方は、文化福

祉会館費と同様である。 

・保健体育費の市民球場管理費の需用費、修繕料について、新型コロナウ

イルス感染症対策として交付金を活用し、柳井市民球場１階７か所、２階

１８か所の計２５か所のトイレ手洗い器を自動水栓化する。 

・保健体育費のウェルネスパーク管理費の需用費、修繕料について、新型

コロナウイルス感染症対策として交付金を活用し、２か所のトイレ手洗い

器を自動水栓化する。 

・保健体育費のウェルネスパーク管理費の負担金補助及び交付金、新型コ

ロナウイルス感染症対策指定管理者支援補助金について、新型コロナウイ

ルス感染症により、柳井ウェルネスパークの指定管理者に対し、自粛及び

休業要請した結果、収支に赤字が生じたため、基準を設け補助する。補助

金の考え方は、文化福祉会館費と同様である。 

 

主な質疑は以下のとおり 

西原委員：トイレ蛇口の自動水栓化は、新型コロナウイルス感染症対策に 

非常に効果的であると思う。手を洗った後、ドアノブを触るこ

とになるが、ドアについても自動化できないか。 

岡原課長：市内小中学校のうち、トイレの出入り口にドアが設置されてい 

る学校はわずかである。そのドアを自動ドアに変更する予定は、

今のところない。 

西原委員：特別教室に空調設備を設置するのか。電力負荷は大丈夫なのか。 

有道課長：普通教室は、令和元年度に設置完了した。今後は、未整備の特
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別教室に設置していく。今年度は、余田小学校、柳井中学校及

び柳井西中学校を予定している。 

岡原課長：普通教室棟の空調設備設置工事の際、電力量が足りず、高圧キ

ュービクルを増設している。今回の特別教室の工事でも高圧キ

ュービクルを増設する予定にしている。 

河岡委員：トイレ蛇口自動水栓化にはどのくらい補助があるのか。 

有道課長：新型コロナウイルス感染症対策の臨時交付金があり、全額充当 

できる。 

この他に質疑等はなく、各委員とも異議なしということで、原案どおり承 

認された。 

 

②議案第２８号 柳井市公立小・中学校教職員人事異動内申方針について 

教育長は事務局に説明を求め、中本課長から、令和３年度柳井市公立小

・中学校教職員人事異動内申方針について、下記のとおり説明があった。 

昨年度からの変更点は、１に「へき地教育の一層の振興を図るため、へ

き地人事については特に配慮する。」とあったが、今年度平郡東小学校が

休校になったため、削除している。 

山口県教育委員会に対する、柳井市公立小・中学校教職員人事異動内申 

については、柳井市教育の充実発展と活性化をめざし、下記の事項に留意

する。 

各項目が十分達成できるよう校長の具申等を勘案し、適材適所の配置の 

原則に立って厳正に人事の刷新を行い、学校の活性化を図る。 

１ 全市的な視野に立って、学校間等の適正な人事交流を推進する。 

     また、特別支援教育の充実発展を図るための適切な人事交流に努める。 

２ 各学校の教職員については、専門性、現任校の勤務年数及び各学校の 

教職員構成等を踏まえ、適切な配置を進める。 

なお、同一校勤務が、小・中学校においては７年を超える者について 

は、原則として異動を行う。 

３ 新規採用者については、学校や地域の状況等を踏まえ、計画的な配置

を行う。特に、教員については、実践的指導力を高めることができるよ

うに配置を行う。 

４ 広域的な視野に立ち、他市町の教育委員会との連携を図り、活性化の 

ための適正な交流に努める。 

５ 校長、教頭、事務局等の人事については、学校の課題を積極的に解決 

することのできる人材の配置に努める。 

      管理職の採用・昇任に当たっては、多様な教職経験を有する者で、教

育目標の実現に積極的に取り組み、活力ある学校運営を行うとともに、

教職員の資質能力の向上のために指導力を発揮することができる人材を

選任する。 
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主な質疑は以下のとおり 

厚坊委員：平郡東小学校はいつから休校しているのか。 

中本課長：昨年度の３月に在校生が転校し、今年度から休校になった。 

西原委員：平郡東小学校の管理は平郡出張所で行っているのか。 

有道課長：その通りである。 

この他に質疑等はなく、各委員とも異議なしということで、原案どおり

承認された。 

 

（４）協議会 

    教育長から、暫時、協議会とする宣言があった。 

   （午後２時２４分 協議会） 

 

（午後３時４６分 再開） 

 

（５）閉会 

教育長から、協議会を閉じ、教育委員会会議の閉会の宣言があった。 

（午後３時４６分 閉会） 

 

 

 

  上記会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

教 育 長   西 元 良 治 

 

署名委員   西 原 光 治 

 

署名委員   河 岡 治 子 

 

調 整 者   有 道 茂 一 


